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書

と思われる。

第ポ章:では，陸海?!?工廠と货営製鉄所とを対条とし 

て, それぞれの国家資本としての賤開が，日本の産業 

資本確立の不可欠の一環をなしている関係が, 再生産, 
構造の分析を通じて明らかにされていを。この間題が, 
in m 『分析J の 「軍事機構ニキイ産策！なる先駆的規 

定以来, 余り掘り下げられていなかったととを思えぱ, 
この論文の研究上の意義は大きいといえる。内容の詳 

細に触れられなくて遣憾である力V なかでも'，再召:ま 

構-造における国家資本内部の矛盾，国家資本相互の速 

% さらに民間資木と.の迹関の分析など，極めてュニ 

一クなものが感じられる。この国家資本々クラドの 

♦ 体系（1け政. 金融等の侧而をも合めて）の構造的位置ら 

けが本格的5■と行われるならば,日本資本主義のゥクラ 

- ド論め認識は，飛躍的に高まるであろう。

以上，本金体を通観して, 各諭め内容は，何れも， 

在木的な点では，序章における,間题視角によく焦点を 

合せた個別，具体的研究になっていると思う。にも拘 

わらず，ぼ'‘劇こお.ける編者の間題提示が，各論に対し 

て; いわば頭頂肥大的な印象を受けるのは,さらに重 

耍なチー-  ノを数多く合んだ第七草以下の下巻の内容に 

接していないためであろう力V 続刊が期待される次第• 
である。なお,.評者の無规解にもとづく高望みが少な 

くなかったかも知れないが，縮箸者のご寛恕をお願い 

する。(1975<pe月, 束京大学出版会刊）

尾 城 太 郎 丸 （経済学部教授) '

H. タイル著

『消費者需耍の理論と計測 J ) 第 1 卷 

Henri Theil, Theory and Measurement 
of Consumer Demand, Volume 1 
North-Holland Publishing Company, 1975

fi，贵経済学の分析手法に関する書物は数多くあるが, 
消費者需要，/jA産者お:)#が)理論という微視的経済理論 

の分辟において，理論と突証の両者を総合的に解説し 

た成書は少ない。 ’
な• ノメトVクスの分析手法のみ知ってもま評分析 

へ族ちにA っていけないし，理論のみ実訪1分街と遊舟長 

した形で述ぺられても同後である。資許:分析をいかに

評

して進めていく力、はノゥ，ハクであるから; 简iiiに成:‘、 

書にするわげにはいかないと片付けることはをりtごも 

安易であろう。. . .
をういう意味で本書の出版は喜ばしい6 題ほシ 

ルツの大箸『雷要の理論と計測』（1938)を想起させる，

n

本書は計S 経済学のコースにおいて，微視的経済瑞> 
論の分里f における統計的推測法の応用として，消費者 

需要をあ'0 かってきたこれまで0 成果をまとめたもの 

である。金 2巻より成るこの成果の第1巻が本害であ. 
る。

全体が6 ギら構 )成される本書は2部にわかれ/第 

1 章から第4 京までめ消費者需要めM論 （タイルほ身の' 
言葉を借りれぱデータ解析に有用でもる坪.論)をあつかって 

いるのが1 部, 2 部は第4 章:以降であり，1 鄙で述べ: 
たキデルの計測をあつかっている。を、しセそれギれの' 
部に半分ずつべ…ジ数カ韻かれている。

m

第 1章効用理論においては，スルツキ一方程式の導 

出と解説が主である。ここでは,■総代替効果を特定代 

替効果（所 得 の 撒 ]]が不変となるような名P1の補债所得 

変化を伴う）と一般代替効采（所得の限界効用が不変とな 

るような実殺の補fit所得变化を伴う）に分けて解説してい 

る。また各財への卞算割当力格劇匕，所得変化によ 

っていかに变化するかの分析がなされている。

第 2 章は， 'ロッチルダムモデルの解説である。 ロ、ン 

チルダムモデルとは次のよ :う な モ デ ル セ る 。
n  n

ニ/UiDQt + 2  Wj(D?jy{-2 likDpki)+eむ.，. . . . . . .  .... k-̂l .
ここで ，' .， .

i-i +WitWir 2 (i財への平均予算割当）

wu =  PiiQitlmt Cイ財への予資-割当〉

Qit~ i財の需耍量

Vit~ " の制格.,..，'.‘.
Dqu ==log qu—log qt, <. j 

， »

DQt=-J：iwuDqu  ( 突W 所得の対数恋化）

携乱項 .
こ<pキデルにおいてゃiの変化に対する特走代替効果

は. 叫 ,.デ般化替効果は  一 (iUi+  • ...............+  uu) UJ~

，によ，ゥて示されるから，Ttij-Vij-T^UiU)とするとV . : こ.， .

,43(^27)

*/
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の2 つの代替効来を結合して, V チルダムモデル•は 

次のように書くことができる。計測されたはこの形 

である。 /

■ w,‘》Dび,'(ニパ，‘DQ<+.Z|冗む

第3章は間接効用!^数と指数の経済理論で、ある。.指 

数理論への統きト的接近ではなく，効用関数からの接近 

が木章の主H的である。真の生計費指数,ラスパイす 

ス式（真の生gm 指数を過大評価)，パー 'ン其式(過小評価〉 

の間の関係も厳密に数学的に整理されでいろ。

第 4 章市場需贺は，集针間題をあらかっている。集 

き十問題—— マクロカ ^ 2 式はいかなる条件のもとでミク 

ロ方^ 式から卷かれる力、—— は , 財 , ‘主律，時間に関 

して発生するが，本章では主体に関する#計問題をも 

，つかっている。傻計問題はごれまで、がなり無視されて 

きたチ一マであり，ー庞本章の叙述を読んでおく  も 

有益であろう 6

N

第 5 室では，オランダ , イギリス,ドイツの年デ一 

タを; i( いて , 4 大 費 目 (食料, 飲料 • タバコ, 耐么財，そ 

め他〉.について， ロッチル ; ムモデル， .線形支出体系， 

a d d i l o g モデルの 3 タ み ' ^ デルの計測結巢力 ; 律 較 . 镑 ， 

討きれでいる。

填一方程式め間での比較て なく，，数本の* デ/レカう 

ら成る.モデル問の比較タあるから，重相関係数を用、、 ' 
ることはできない。 れゆえ別の集計的尺度が必妻と 

なる，この集計的尺度のひとつに跡相関係数があるが， 

クィ.ル.は本章でi青報誤善information inaccuracy 

I(W(： wt).= S  Wit log

という尺度を提唱しているぃ 

平均情報誤塞の観点から判断すると，説明力の高さ. 

は, ロツテ.ルダムモデル，addibg：モデル，，線形支出 

体系の順番となるP

. 第 6 章においては, キデルが14食目に対して適用さ 

れている6 食;N■ぱバン，食料# : ^ , 日々め産物(ミル 

ク，バタっダ… ズ，卵など)，野菜 • 果物，肉, 魚の6 
費目に分割され，飲料 • タバコは, 飲料, タノ々 コ，練 

粉菜子* チg ゴレート. アイスクリームの3 費目，耐 

久財は，衣服，足にはくもの（靴，靴下など〉,その他 

の耐久財の3 費0 , その他は, 水道♦光熱,他の財と 

の2 費P , 針I4費PIである*
'本章では所得の係数に関しての先験的情報mim

性値)を用いる混合推定mixed estimation，が用いらifl 
ている。混合推定を用いさのは, 価格の係；数や嗜好の 

ま化に■開しては木5 |；6、な情報しカホしでいないが，所 . 
得の係数してばなり確 ? な情報を有して1/、もと 

いう事ま,推定すべきバラメ ‘タ数が多数なり. 自 

由度不足が生じ得さとと,さらに混合推ぜはベイジア 

シのように，すぺでめ未知バラメータに関する先験的 

確率分布を仮定する必妻みみいh\.、う趣由もとつ％、 

.てい-る。 ...-' : '■
第5 章, 6 章を通じてH■測結果©みならず,ヒの混 

合推定; ネデルめ評価尺度の^^とつと1>ての情银誤！ , 
プロック独立め#定化, せロ平;ホ，不均二分散の検定 

などの統計的手法をも學び取るとと:er、セきようご■

V

本書は消費者需要の理識を全て網羅した書.ではなく， 

むしろわッチルダムモデルを中心fc掠免てタイルの個 

人的色彩を強く打ち{；« しでいる。した力;りて,消き者 

需要理論における所得，伽格以外の諸襄因は少なくと 

も本書第1杳には現: れない。 し :
しがし, 理論と突証を統一的に把握し, 計測をこ'当っ‘ 

ても斬新なアイデプ，新しいき法を用いての分析には 

教えちれるところが♦ < ぃ本書の意義は大きい。同! : . 
著者の『計量経済学の原理J ,と 併 せ 用 い る な ら ば *; 

一層有益であろう。 ：.'；,； .

CNortlトHolland Publishing Compahyj 1975 ^ flj,
335頁’ 6,080円:！ '

養 谷 千 盧 ま （経済学部助教授）

ポール • W ‘ バークレイ
共箸

デビット，W • セクラ

『環 境 経 済 学 入 門 ' '

—；—経済成長と環境破'探-— 』
■ ' ■ . . .

本書の主要なチーマは,現在までのととちめざまし 

い]^済|§展を遂げてきお先進工業諸国に見られる経済 

成長と環境破壊との相；5：関係を明らかにするととであ, 
る，これまでの経済学では, はとんど，接的}■こは分析 

の対象とされなかった環境の間題を,経済学の视点か 

ら考寒しようとする試みでもあるノ t p ととは::!つの 

侧面を舍んでいる。そのつは , とれまでの歴史的な 

経済発展過程のなかで, 自然的にろ社会的にしろ,
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